
令和 4 年度 胎内市内事業所 雇用状況等調査集計まとめ 

 

■調査票発送数    ５６１社  

※市内全事業者を対象に、下記①～③の条件で抽出 

①令和元年以降に市補助金を活用したことがある事業者 

②市発行メルマガ登録者 

③株式会社 

④無作為抽出 

■回答数       ２３１社（４１．２％） 

うち、小規模企業・個人事業者    １４２社 

（常時使用する従業員数 20 人以下、商業又サービス業が主事業の場合は 5人以下）    

■廃業等        ３０社 

■未回答(廃業以外)  ３００社       

■従業員採用時期 

・年度初め       １４社 

・３月頃 ４社、４月頃  ５社 

・必要に応じて随時  １５４社 

・採用なし       ５４社 

 

１ 新規雇用・解雇状況（令和４年４月１日から令和４年１０月末日の期間内） 

 住   居 
合計 

胎内市内 市  外 

新規雇用者数 
正社員 ９４名 ９４名 １８８名 

非正社員 ９０名 ８６名 １７６名 

解 雇 者 数 
正社員 ３４名 ４３名 ７７名 

非正社員 ５６名 ３７名 ９３名 

※ 派遣・契約社員については、期間満了による解雇も含めてください。 

 

２ 調査対象期間の採用状況についてお聞かせください。 

□採用した人数   ３６４名／８１社 

□採用していない  １３８社 

□採用した理由（複数回答可） 

・退職者等の欠員補充  ４５社 

・受注増加に対応するための人員拡充  ２８社 

・新規設備投資や設備の増設などに伴う増員  ７社 

・上記以外の理由  １２社 

   【具体的な理由】 

    ・受注増加対応ではないが作業負担軽減のため 

    ・4 月～10月の契約雇用、季節的営業のため 

    ・常に人員不足 



    ・設計部門増強のため、増員体制強化 

    ・定期採用 

    ・本人の希望と今後の業務拡大にそなえて、将来的な人員補充 

    ・在籍社員の紹介で採用を頼まれたから 

 

３ 採用決定者の雇用形態・業務内容を可能な範囲でお聞かせください。 

□雇用形態 

・正規社員     １８０名 

・パート等非正規  １４５名 

・派遣        ２３名 

・その他、有期契約社員等  ２０名 

□業務内容 

・総務・経理等事務職  ２６名 

・製造等作業員    １４７名 

・営業職        １３名 

・その他：現場作業員、技術職、研究、設計、運転員、接客、倉庫管理等 １３５名 

 

４ 令和４年度採用に関する求人申込条件等（学歴など）についてお聞かせください。 

□希望する学歴（学部等含む） 

   ・４年生大学：理系文系問わず     ２２名 

   ・高校：土木・建築・理工系等     ６０名 

   ・高専・専門学校：デザイン・建築系等 １２名 

・学歴不問 ２９名 

・既卒者可  ９名 

・経験者  １８名 

・その他（条件が特に無い） １３４名 

  □求人なし １２５社 

 

５ 現在人手不足と感じていますか。 

  □感じている    １０６社 

  □感じていない   １０８社 

 

６ どのような職種が不足しているか具体的に教えてください。（複数回答可） 

  □事務     １４名  

□企画      １名 

□ＩＴエンジニア ３名 

□化学      ３名 

□製造（食品、もの含む） １８名 

□建築     ２３名 

□土木     ２４名 

□サービス   １０名 

□販売      ６名 



□電気電子機械設備 ７名 

□営業     １２名 

□総合職（総務、経理等の事務職） １３名 

□介護      ０名 

□看護      ０名 

□福祉（事務）  ２名 

□その他（ 現場作業員、技師、運転員、プラント設備設計、調理員等 ）３６名 

 

７ 人材確保のためにどのような支援があると取り組みやすいですか。 

また、現在取組んでいることを教えてください。（複数回答可） 

  □人材確保に関する経費の支援  ４８社 

□人材の紹介          ６９社 

□人的ネットワーク       ２１社 

□相談窓口            ８社 

  □その他             ２社 

  ・親会員による人材募集 

・閑散期の人件費を支援してほしい 

  □現在取組んでいる       ２１社 

【具体的な取組内容】 

・新潟県奨学金返還支援 

・ＵＩターン学生への交通費及び宿泊費の補助 

・胎内市はたらく・育てる支援事業や建設労働者確保育成助成金の活用 

・資格取得の補助 

・ハローワークから来た人はすぐに辞めてしまうので経験者を知り合いに紹介してもらっている。 

・関係者からの紹介、口コミ 

・求人広告をサイトに常時掲載、ハローワークや学校等に掲示、新聞や就職情報誌への掲載 

・有料求人サイト等民間サービスの活用 

・インターンシップの実施 

・３交代勤務制の正社員化 

・男女の賃金格差是正 

・地道な学校訪問（新卒）、ハローワーク（中途） 

・自社ＰＲサイト、ホームページ開設 

・特定技能外国人の雇用 

・事業拡大 

 

  □特に取組んでいない      ３１社 

 

８ 就業施策の実施状況についてお聞かせください。（複数回答可） 

□就業時間の短縮   ４４社 

□休日の増加     ７３社 

□給与の増額     ９６社 

□早期退職措置     ０社 



□ワークライフバランスに対する支援   ３０社 

□上記以外      １０社 

 

【具体的な施策内容】    

・有給の取得率の高安定継続 

・福利厚生の充実、働きやすい職場環境 

・リモートワーク 

・生産性向上を図るための DX化、ICT 導入、人財育成（教育）の実施 

 

９ 現在、男女共にいきいきと働ける社会の実現が求められていますが、そのために実施したことが

あればお聞かせください。（複数回答可） 

    □新潟県「ハッピーパートナー企業」への登録  １７社 

□新潟県「男性の育児休業取得促進助成金」等、補助金の活用による職場環境整備 １６社 

□施設の改修（キッズルーム、個室トイレ、仕切りのある休憩室など） １５社 

□就業規則の改正  ５９社 

□従業員や役員向けの研修  ２１社 

□上記以外  ７社 

【具体的な内容】 

・従業員の個々の要望の把握 

・とにかく話すという機会 

・「にいがた健康経営宣言」(全国健康保険協会新潟支部） 

 

10 障がい者雇用をしていますか。また、今後雇用する見込みですか。 

  □している    ４７名（実人数）／２７社 

  □していない   １４８社 

【具体的な理由】                                

・業務の内容上リスクが高い 

・専門的知識・技術あるいは国家資格が必要なため 

・検討したこともあるが、内容的に厳しいものが多く、あっても極わずかで継続雇用は難しい 

・現場の作業は無理かと 

・基本的にワンオペレーションだから 

・コロナで仕事量が減ったときまでは雇用していました。 

・これ以上は雇用できない（人が足りている）、仕事量が不足しており、人員余剰にあるため 

・雇用する際の適切な環境（バリアフリー設備、リモートワーク制度等）が整っていないため 

・法定雇用率以上の雇用義務がないので 

・応募がないため 

  □雇用を検討中  １４社 

□雇用を検討していない  ８０社 

【具体的な理由】                           

・以前雇用していたが、大変だったため 

・現状では余裕がないので 

・事務系なら 



・人手が足りているから 

・専門性の高い技術職のため、資格を要する業務のため 

・ハード面での環境が整っていないため" 

・今まで考えたことがなかった。何でもできる方が良いから。今後、営業をやれるような人を考

える時、給料の面で補助があるなら考えてみたい。 

・経済的に大変だから、現在の売上では無理 

・規模が小さいため 

 

11 貴社の存続には何が必要ですか。（複数回答可） 

  □後継者          ４９社 

□資金           ６６社 

□新規販路         ６６社 

□人材（新規雇用を含む） １１８社 

□従業員の育成      １０９社 

□人的ネットワーク     １５社 

□相談窓口          １社 

□情報           ２３社 

□その他          １２社  

・将来的には人材は増やしたい 

・宣伝 

・健康管理、SNS を使っての店の周知 

・仕事量（受注） 

・後継者への切替 

・設備の入替・修繕・販路拡大のための資金、投資金不足 

・小規模事業者への支援など 

・eコマースの推進 

・存続は考えていない                         

 

12 事業承継について、第三者（家族以外）への事業承継についてお聞かせください。 

※この設問は、家族経営されている事業者のみご回答ください。 

□第三者への事業承継の可能性は無い            ４８社 

□後継者以外にも第三者への事業承継も検討している     ４３社 

□事業承継は考えていない（自分の代で廃業する予定など）  ３４社 

 

13 市などで、オンライン企業説明会を開催する場合、受け入れは可能ですか。 

  ※オンラインイベントツールを活用して企業説明会の場を創設し、参加者と企業の担当者がビデ

オ通話や動画配信機能を使って情報交換する方法を検討しています。 

  □可能     ４８社 

【どのような方法なら可能か】 

・zoom、Microsoft Teams、Skype、Chatwork 

・時間のやりくりが難しい。 

・オンラインのやり方などを指導してもらってから参加したい 



・時間があれば可能ですが、現在人員不足で手がまわらない可能性あり 

  □不可能   １４２社 

 

14 市からの求職者の紹介（情報提供）を希望しますか。 

  □希望する     ９０社 

□希望しない   １１２社 

 

15 胎内市等により就職合同説明会を開催した場合、求人側の企業として参加を希望しますか。 

□新卒者（高専・専門・大学等）向け       

・参加する          ２８社 

・参加しない        １２６社 

・内容によって参加する    ４８社 

【条件等】 

・説明会の内容詳細を聞き判断 

・高等・専門のみ参加可（大卒以上は本社採用の為） 

・工業、機械、整備系卒希望 

・本社と相談のうえ 

 

□新卒者（高校）向け 

・参加する          ２９社 

・参加しない        １２２社 

・内容によって参加する    ４２社 

【条件等】                      

・準備ができれば。説明会に参加したことがないため。 

・説明会の内容詳細を聞き判断 

・工業、機械、整備系卒希望 

・日時の都合が合えば 

・本社と相談のうえ 

 

□一般（既卒者等）向け 

・参加する          ３０社 

・参加しない        １１１社 

・内容によって参加する    ５３社 

【条件等】 

・弊社に合った人材がいれば 

・都合あえば参加したい 

・説明会の内容詳細を聞き判断 

・工業、機械、整備系卒希望 

・本社と相談のうえ 

 

16 胎内市、新発田市、聖籠町合同で、地域内の学校（高校・専門学校・大学）の学生を対象とした 

インターンシップのマッチング事業を実施しているのをご存知ですか。 



□知っている    ６９社 

□知らない    １３７社 

 

17 人材確保の取り組みとして、学生などの職場体験（インターンシップ等）がありますが、受け入

れは可能ですか。 

 

□受け入れ可   ３６社 

※受け入れ可能な場合、関係機関（下越サポステ・県・大学など）への情報提供を了承しますか。 

・する   ２３社 

・しない  １０社 

 

  □内容によっては受け入れる  ３８社 

【具体的な条件等】 

・人材不足の時のみ 

・就職希望者のみ、人材によります 

・受入日の指定あり 

・醸造系に関わる経験（学校内含）のある方（危険を伴うため）、希望する業種による 

・受入日数や職場体験内容等による 

・業務が錯綜していなければ 

・本社からの指示があれば 

・サポート体制があれば 

 

  □受け入れ不可        １３２社 

※理由をお聞かせください。 

  ・人材が不足していない     ２８社 

・受け入れる余裕がない     ７１社 

  ・インターシップの仕組みがわからない  １９社 

  【その他の理由】 

  ・近々廃業     

・受入れるまでの準備・設備等が整っていない 

・年齢制限や危険作業が多いなどの条件がある 

・ギリギリの人数なので説明もできない 

・個人情報、センシティブな内容を取り扱っているため 

・家内事業のため 

・仕事場所がお客様宅の為 

・本社採用の為 

・専門知識・有資格者を求めており、新卒は募集していない 

・毎日仕事があるわけではなく、急に注文が入ったりするので対応はできない 

 

18 新型コロナウイルス感染症の影響に関連してお聞かせください。 

・令和４年度の売り上げは令和３年度同時期と比べて 

□変わらない  １０２社 



□減少している  ６４社 

 

・前年同時期減少率 

割 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

社数 ２２ １５ ４ ３ ５ ０ ０ ０ ０ 

 

・最大減収月 

月 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

社数 ０ １ １ ４ １ ７ ２ ４ １ ３ ２ ２ 

 

・前年比減少率 

割 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

社数 ７ ４ ６ ２ ４ １ ２ １ ２ 

 

□増加している   ４５社 

・前年比増加率 

割 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

社数 １８ １０ ８ ２ ２ ０ ０ ０ ０ 

 

・新型コロナウイルス感染状況に伴う対策及び社内の方針変更等について 

  感染予防対策  □していない  ２８社 

□している  １８６社 

【具体的な対策内容】 

・自動体温計、消毒液ディスペンサー、オゾン発生機、空気清浄機等を設置 

・店舗内や車内の消毒、換気、席を離す、人数制限 

・手洗い、マスク着用の徹底、飲食会合の中止 

・必要に応じて抗原検査実施、休暇付与、検査費用負担 

・健康管理票、来訪者記録 

・休憩室の消毒・換気、黙食、休憩時間のシフト制 

・全社員への定期的なマスク配布、サーモカメラ設置 

・PCR、抗原検査キットの備蓄・配布 

・ワクチン接種推奨 

・職場分散・分業、テレワーク・在宅勤務体制等、会議のリモート化 

・机の上にアクリルパーテーションを設置 

・対策チームを立ち上げ情報発信・自宅待機指示 

・「新潟県飲食店コロナ対応認証」の取得に必要な設備を整備し、同認証を取得 

 

  社内の方針変更 □していない      １２１社 

□している        ４９社 

【具体的な変更内容】 

・新型コロナ感染予防対策マニュアル、感染時の対応マニュアル作成 

・就業規則内でコロナ有給を取り入れた 



・濃厚接触者の待機を県の基準と同じにしている 

・家族が濃厚接触者でも休んでもらう（家族が濃厚期間開けるまで） 

・営業時間変更、時短営業 

・出社前検温、連絡網、非常時対応の確認 

・店内飲食より販売を強化 

・来客制限の緩和、海外出張の条件緩和等 

・会議・研修をオンライン開催へ変更等 

・就業規則を変更し、特別有給制度を設置 

 

19 ５年後の貴社の経営状況を想像した時、一番の問題点は何でしょうか。 

  □資金               ４７社 

□人材・人手           １２６社 

□後継者・事業継承         ３２社 

□経営の計画（事業の方向性など）  ４３社 

  □事業廃止の可能性がある      ２０社 

  □その他              １０社 

  ・現在進めている技術、ノウハウの継承がどこまでできているか、その時の従業員数に対しての

仕事の量はどの程度か？ 

  ・人の育成・個々の能力アップ・コミュニケーション力のアップ 

  ・スムーズに人材が確保できるか 

  ・コロナ、物価高、不況など、世の中の情勢。アルコールチェックの義務化。 

  ・市場の状況 

  ・コロナによる旅行動向の変化、団体が減少 

  ・健康第一 

 

20 上記 19 の問題を解決するために何が必要ですか。 

・人材確保とお客様の入り 

・副業 

・事業計画、経営・事業戦略、事業内容の見直し 

・まとまった事業資金、銀行からの一時的な借入 

・売上増進 

・雇用の促進と離職者の低減、計画的な人材確保と世代交代、外国人研修生の雇い入れ 

・人材に依存しない事業展開の確立 

・新型感染症の扱いが諸外国並みになった後の顧客の獲得 

・営業収入の増加＝宴会等人数制限の解除 

・人口減少と過疎化 

・国や自治体の支援、補助金、中小企業・小規模事業者のための経営相談所 

・社員の定着率を上げるため、社員の処置改善並びに環境整備を進めるための売上、利益確保 

・景気向上、景気回復 

・有資格者以外でも受け入れて、資格取得から自社でサポートをして、若い人材を育てていけるよう

な体制を作る 

・働きやすい職場作り、仕事のやりがいや労働環境の向上 



・設備の入替が必要になる。機械、電機設備含め。現状の仕事に加え新規販路も必要。 

・社員教育、社内人材育成プログラムの構築、マネージャーの人材育成能力の向上、技能継承 

・OJT の強化 

・新規事業、市場開拓、成長分野への参入等、事業拡大 

・生産性の向上 

・設備修繕 

・パートナー企業 

・ビジネスモデル変更 

・福利厚生面の待遇改善、企業情報の周知（各学校への訪問、求人票の送付） 

・労働環境改善、労務・賃金改善、運賃料金改定、給与体系の整備、正社員化 

・人材は決まっているので時期とタイミング 

・eコマースの強化、SPA 商品の積極的開発など 

・心の余裕 

・本社との話し合い 

・機械、建物の老朽化に対する資金繰りなど心配すれば限りない 

・会社の PR が必要 

・営業力 

・技術、ノウハウの継承と仕事量と人員のつり合いがとれるようになれば利益の安定化が図れるので、

それまでの資金と経費削減 

・同系他社の情報、業界内の情報 

 

21 雇用状況や人材確保、市の支援制度等について、ご意見・ご要望（困っていること等）がござい

ましたらお聞かせください。 

・人材が確保できない 

・支援制度すべて知らなかった。 

・いつも相談にのっていただき、ありがとうございます。 

・人材確保のため新聞折り込み、インターネット、ハローワークへの登録をしていますが、人材確保

が困難な状況です。 

・その節は大変ご丁寧に対応してくださり、本当にありがとうございました。今後も面白い事業を行

っていく予定ですので、1000 万を越える補助金をぜひお願いします。(笑) 

・支援制度や補助金等の情報 

・本社と兼務しているため採用は本社の方で行っているため、胎内事務所としいての採用がなかった

ので、全部の質問に答えられませんでした。 

・時期が決まっていない閑散期があるため、雇用調整助成金等の制度が活用しにくい。設備入替をし

なければならないが、助成金だけでは足りず、活用できない。販路拡大のために営業活動したいが運

転資金不足。 

・サービス業が求人市場において不人気であること。休日数増加、給与増額等取り組んでいますが、

他業種では既に実施済みのことなので、訴求力は低いです。 

・胎内市の人材が少ない。当社とマッチングする人材がいない。 

・商工会の定年制を設け、後継者へのスムーズな事業継承と、若い人の自由な発想など今の時代に合

った感覚が必要。どのような会でも長すぎるし、老いた人が多すぎる。 

・高校生等含めて企業とのつながりがほしい。例えば就職前の 2学年時、企業体験等。胎内市の企業



が集まるイベント等。商工会とは別の組織はできないのか？人材の雇用が継続できる補助金。 

・問題が漠然としているため、どこから手をつけていいかわからない。 

・当社は事業所が新潟市にあり、事業所の出張所になりますので、管理を行っていません。(当社の工

事管理のみです） 

・引きこもっているけれども才能のある若い人も、胎内市をはじめ周辺にもたくさんいると聞きます。

インターンシップを短い時間からどこかでできれば雇用と人材の確保に活かせるのでは・・・といつ

も思っています。 

・資金が一定しない 

・事業を拡大したいが、資金が足りない。 

・特殊な仕事内容、労働時間の為、どのようにして雇用を育成してよいのか悩みます。何か良い方法、

意見がありましたら教えてください。 

・市の支援制度（人材確保以外にも外注先含め）を広く情報公開わかりやすくしてほしい。どんな支

援が我々にとって活用できそうなのかわからない。 

・市外から通勤している人に対して助成制度はどのようなものでしょう。 

・タイヤ装着に関して、国からの要請で大型車に対してもネジの締めの力調整を計るため、トルクセ

ッターを取り付けなければならず、設備しました。これに対し補助はあるでしょうか。 

・育てる支援事業は大変ありがたいが、年度内の限度額が低すぎて、すぐ上限額に達してしまう。も

っと上限額を上げる、もしくは事業者の規模に合わせて限度額を段階的にするなどしてもらえると、

より助かる。 

・はたらく支援事業を 2年連続で利用しているが、限度額が低すぎて引越費用にも満たない程なので、

あまり魅力がない。移住者を増やすためにも、もっと大胆な魅力ある制度を望む。（1年分の家賃補助、

格安物件の斡旋など） 

・毎日の仕事でだんだん年もとってくるので、人材確保でハローワークさんなどにいろいろ相談した

り、民間の企業さんにも広告をお願いしていますが、建設業なのでなかなか若い方の入社希望が少な

いと感じています。 

・若い人材を雇用したいが方法、手段がわからない。 

・新型コロナに負けない券等の事業を今後も続けてほしい 

・支援制度等を網羅している冊子を作成し、毎年、各事業所に渡し、制度の内容を広く深く知りやす

い状況を作り、「こんな制度あったんだ」という状況を減らしてほしい。そのうえでこの調査票のよ

うに、毎年でいいので、使うか使わないかを記入してもらうようにしたら取りこぼしが減るのではな

いかと思います。制度があっても知らなければ制度を作っている意味はないし、町の活性化につなが

らないと思います。 

・市の補助制度がとてもわかりにくい。また、知っている人だけが利用しやすいように感じます。中

小零細企業、自営業者は日々の仕事に追われて制度活用に目を向ける余裕もないのではないでしょう

か。市の情報発信と一層の商工会等との連携により、多くの人が恩恵を受けれることを期待します。 

 


